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不
動
窯
陶
芸
ク
ラ
ブ
は
、
平
成

　
年
に
津
山
や
近
隣
の
陶
芸
愛
好

１１家
が
中
心
と
な
り
結
成
さ
れ
、
今

年
で
設
立
　
年
目
を
迎
え
ま
す
。

１０

　
ク
ラ
ブ
で
は
、
道
の
駅
も
く
も

く
ラ
ン
ド
で
の
展
示
販
売
や
陶
芸

教
室
（
上
記
写
真
）
へ
の
運
営
協

力
を
し
て
い
る
ほ
か
、
平
成
　
年
１２

に
は
、
ク
ラ
ブ
と
し
て
初
め
て
ア

マ
チ
ュ
ア
陶
芸
展
へ
出
品
。
そ
の

後
は
、
河
北
工
芸
展
な
ど
へ
毎
年

積
極
的
に
出
品
し
て
い
て
い
ま
す
。

　
設
立
　
年
目
の
今
年
は
、
こ
れ

１０

ま
で
の
軌
跡
を
た
ど
る
記
念
事
業

を
計
画
し
て
い
て
、
津
山
地
区
文

化
祭
（
　
月
　
日
・
　
月
１
日
）

１０

３１

１１

で
、
作
品
を
一
同
に
集
め
た
「
不

動
窯
陶
芸
ク
ラ
ブ
展
」
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
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＝仙北鉄道車両竣工図＝仙北鉄道車両竣工図表表＝＝

　発足１０年目を迎える不動窯

陶芸クラブは、現在会員１４人

で楽しく陶芸活動を行ってい

ます。会員の平均年齢は高い

ですが、若い人などにも参加

してもらい、お互いの活躍の

場になればと思っています。

不動窯陶芸クラブ会長

 佐々木  平  雄 さん
ひら お

不
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窯
陶
芸
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ブ
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大正時代、東北本線と連絡して米など

の農産物の輸送や旅客輸送を目的に、

築館―瀬峰―登米間を走り「軽便っこ」

という愛称で親しまれていた仙北鉄道。

大正１０年１０月の開通時には、機関車に

アメリカ製の六輪連結タンク機関車、

客車は日本車両製造株式会社のボギー

並等車（並等30人、立席12人）などが

使用されました。この車両竣工図表に

は、大正時代から廃線までの間使われ

てきた車両がまとめられていて、当時

使用された車両を知ることのできる貴

重な資料となっています。

日　時　平成２１年８月３０日（日）
　　　　　午後２時～※開場午後１時

場　所　登米祝祭劇場（大ホール）

入場料　無料（全席自由）※整理券必要

整理券　各総合支所窓口または市民生活部市

民生活課で、８月３日（月）から配布しています

（郵便では受け付けしません）。

内　容　フリージャーナリストの江川紹子さん

が「『混迷の時代を生きる命の重さ』～私の取材

ノートから～」と題して、時事問題をもとに人命や

人権の尊重についてお話しいただきます。

問い合わせ

　市民生活部市民生活課

　緯 ０２２０（５８）２１１８　FAX ０２２０（５８）３３４５

【プロフィール】１９５８年東京都杉並区生まれ。1982年早稲田大学政経学部卒業後、神奈川新聞社

入社。1995年「菊池寛賞」受賞、1996年「編集者が選ぶ雑誌ジャーナリズム賞」受賞。坂本堤

弁護士一家の拉致事件以来、オウム真理教問題にかかわり、一貫して「事実」を究明する。ま

たその一方で、島原雲仙普賢岳の災害現場も取材するなど、多方面で活躍。現在、熊本日日新

聞でコラム『江川紹子の視界良好』、受験ジャーナルで『新聞を読もう！』を連載中。ＴＢＳ

「サンデーモーニング」、テレビ朝日「やじうまプラス」などでコメンテーターを務める。

講師　　 江  川   
え がわ

 紹 
しょう

 子   さん
こ

混迷の時代を生き混迷の時代を生きるる

「命「命」」のの重さ重さ
～私の取材ノートから～私の取材ノートから～～

平成21年度

　人権を考える

　　　　講演会

機関車の設計図面。1日から博物館で展示しています


